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グラフィ（high performance liquid chromatography: HPLC 法と略）を用いて死体の血中 CRE 濃度
を測定し，酵素法から得られた値と比較検討した．また，死後早期の CRE 濃度の変化をマウス
の血液検体を用いて解析した． 
対象は 2008 年から 2009 年に司法解剖を行った 77 例（男性 52 例，女性 25 例）であった．死
後経過時間は，12 時間（4 例），12 時間から 1 日（31 例），1 から 2 日（16 例），2 から 3 日（10
例），4 から 7 日（7 例），8 日から 1 ヵ月（6 例）および 1 ヵ月以上（3 例）であった．3 日以内
の死因は，穿通性外傷 4 例，鈍的外傷 9 例，熱傷 10 例，一酸化炭素中毒 3 例，窒息 6 例，溺死
7 例，薬物中毒 4 例，内因死 13 例および不明 5 例であった．死因に関連しない腎機能障害を有
していた 11 例を腎機能障害群として腎機能正常群（50 例）と比較した．血中 CRE 濃度を HPLC
法で分析し，26 例（13 例が 2 群）に対して酵素法でも分析した．4 週齢の雄 Institute of Cancer 
Research マウスを用いて死亡直後，30 分後，1 時間後および 2 時間後の血中 CRE 濃度を 4 匹ず
つ測定し，経時的変化を検討した． 
13 例の平均血中 CRE 濃度は，酵素法で 1.84mg/dL，HPLC 法で 0.82mg/dL であり，有意差が
みられ，相関関係はなかった（R2＝0.048）．溶血および乳糜を含まない 13 例の血中 CRE 濃度
は，2 つの分析法で高い相関を認めた（R2＝0.94）．HPLC 法による血中 CRE 濃度は死後 4 日以
降に緩徐に上昇し，1 ヵ月以降ではさらに上昇した．3 日以内の腎機能障害群の血中 CRE 濃度
は，腎機能正常群と比較して有意に高値であった（p<0.05）．マウスにおける血中 CRE 濃度は，




血中 CRE 濃度が有意に高値であったことから，死後早期の血中 CRE 濃度は腎機能障害の診断
として期待できることが判明した．さらに，硬直とともに血中 CRE 濃度が上昇したことから，
筋組織から血管内へ流入した CRE が影響したと考えた． 
以上が本論文の要旨であるが，HPLC 法を用いることにより死体の血中 CRE 濃度を正確に評
価できることを示した点で，医学的に価値ある研究と認める． 
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